






















































































徳 1)、安原みずほ 1)、今岡麻奈美 1)、太田　尚志 1)、
　乙社あかり 1)、引野　義之 1)、斉藤　文章 2)、奥　　公明 3)、































史 1)、宮崎　　豊 2)、荒井　良幸 3)、松浦　達也 2)
【はじめに】ITを用いて患者さんの医療情報を地域の医療機関に公
開するシステムを立ち上げたので紹介する。
【NPO法人の設立】ITを用いた地域連携を行うに当たり、長野県内
で賛同を得られた医療機関を中心にNPO法人「信州メディカルネッ
ト」を立ち上げた。個人、団体、賛助会員を募り、役員は医師会、
歯科医師会、薬剤師会、病院関係、県関係から選出した。事務局は
信州大学内に置いた。利用者は個人情報保護のため講習会を受講し
た後、IDとパスワードを付与され常時利用可能となる。
【運用】情報公開医療機関は入会金五千円、年会費五千円、中継サー
バー利用料月額一万円を負担する。電子カルテサーバーとは別に連
携サーバーを設置し、高速専用回線にて信州大学内に設置された中
継サーバーに接続情報を公開する。情報参照医療機関はパソコンと
インターネット環境を用意し、入会金五千円、年会費五千円を負担
する。インターネットのVPN回線で中継サーバーに接続し情報を得
る。情報公開項目および期間の設定と変更は各科毎に可能で、当院
では各科共通に検査、画像、処方内容、サマリーを3ヶ月間公開す
る設定とした。
【脳卒中地域連携パス】脳卒中地域連携パスもこのシステムを利用
して運用開始した。急性期病院、回復期リハビリ病院、維持期の診
療所は患者さんの動きに合わせ各フェースでパスの記載が可能とな
る。各医療機関はサーバーに接続することでいつでもパスの進捗状
況が把握可能である。
【今後】参加医療機関を増やすと共にモバイル化を行い、訪問診療
先における参照や院内の拘束番医師による利用も検討している。
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